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の設置位置をそれぞれ上下にし、0．18ksおよび0．06ks間の定電位分極によ
りLa注入した試料（試料①、②、③および④）のサイクル酸化における酸
化増量と時問の関係を示す。また、比較のため、Fe－10Cr－2A1合金の等温
酸化における酸化増量と時間の関係を示す。La注入試料（試料①、③およ
び④）は、電析実験後、研磨紙により手研磨したものを用いた。La注入試
料（試料②）は、電析実験後、イオン交換水中において超音波洗浄したもの
　　　　　　　　　　　　　ドを用いた。設置位置下におけるLa注入試料は、O．18ks間の定電位分極試料
（試料①）においては、1サイクル目から大きな酸化増量を示した。0．06ks
問の定電位分極試料（試料②）においても同様に、1サイクル目から大きな
酸化増量を示した。設置位置上におけるLa注入試料は、O．18ksおよび0．06ks
間の定電位分極試料（試料③および④）とも、1サイクル目から大きな酸化
増量を示した。しかし、設置位置上におけるLa注入試料の酸化増量は、設
置位置下におけるLa注入試料よりも小さくなった。
　図44に、未処理のFe－10Cr－2A1合金および一2．OVの電位で定温保持中
の設置位置をそれぞれ上下にし、O．18ksおよび0．06ks間の定電位分極によ
りLa注入した試料（試料⑤、⑥、⑦および⑧）のサイクル酸化における酸
化増量と時間の関係を示す。La注入試料は、電析実験後、研磨紙により手
研磨したものを用いた。設置位置下におけるLa注入試料は、0．18ks問の定
電位分極試料（試料⑤）においては、1サイクル目から大きな酸化増量を示
した・0・06ks間の定電位分極試料（試料⑥）においても同様に・．1サイクル
目から大きな酸化増量を示した。設置位置上におけるLa注入試料は、0．06ks
間の定電位分極試料（試料⑧）においては、1サイクル目から大きな酸化増
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図43Fe－10Cr－2Al合金（未処理〉およびLaを注入した同合金
を純酸素中、1373K、36ks周期、360ks間サイクル酸
化したときの酸化増量曲線（比較のために、未処理の
同合金の等温酸化の結果（●）を含む）
＊試料表面の化学組成は表3に示す。
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図44
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Fe－10Cr－2A1合金（未処理）およびLaを注入した同合金
を純酸素中、1373K、36ks周期、360ks間サイクル酸
化したときの酸化増量曲線
＊試料表面の化学組成は表3に示す。
77
量を示した。しかし、0．18ks間定電位分極試料（試料⑦）においては、酸
化増量は小さダなり・未処理試料に近い酸化増量となった・
　以上の結果より、Fe－10Cr－2A1合金においては、合金表面へのLa注入に
より耐サイクル酸化性の向上は認められなかった。これは、電析前の試料の
保持時あるいは電析過程により合金表面中のAl含有量が減少することに寄
ると考えられう・赤こ9合金夢耐サイクル酸化齢電祈条件1こよ腰
化し、電析前の試料の保持時における位置を上にレた場合には、耐サイクル
酸化性が高くなった。これは、保持時において試料の水蒸気による酸化が起
こらない方力！耐サイクル酸化性の向上に有効であるこすを示している。
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第VII章おわりに
耐熱ステンレス鋼のFe－Cr合鋲Fe－Cr周合金は1表面にCr2・3ある
いはAl203から成る酸化物が生成し12これが保護皮膜孝して作用するため，
　レ高温環境で高い耐酸化性を宗す．レかし，冷却，加熱の熱サイクルを受ける
環境で使用される場合には，酸化皮膜内に微細なクラックが生じ，酸化皮膜
の保護性が大きく低下するため，合金の酸化損失が増大する．このような熱
サイクル下での酸化皮膜の劣化に対しては，少量の希土類元素の添加が有効
であることが知られている．希土類元素は高価なため，これを合金表面層の
みに注入する方法を開発できれば，低コストで耐サイクル酸化性の高い合金
が得られる．一方，溶融塩を媒体とした電析法により，希土類元素の電析が
可能であり，とくに高温め溶融塩を媒体とした場合には，電析元素と基板金
属の相互拡散により電析元素が基板金属中に注入されることが期待される．
　本研究は，この点に着目し，溶融塩を媒体とした電析法によりFe－Crお
よびFe－Cr－A1合金にLaの注入を試み，これによる耐サイクル酸化性の向
上を評価した．
　本研究で得られた成果を要約すると次の通りである．
1）KC1－NaClにLa203とNH4C1を添加した溶融塩中においてmの電析反
　応が可能となり，Fe－CrおよびFe－Cr－AI合金中にLaを注入することが
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　できた．
2）合金中へのLaの注入量は，軍析前の試料の設置位置，電析時における
　分極電位，分極時間により変化した．
3）Fe－17Cr合金およびFe－10Cr－2A1合金では，ωの注入により耐サイク
　ル酸化性の向上が認められなかったが，Fe－23Cr合金では約1％のLa注
　レ入により著しい耐サイクル酸化炸の向上が認められた・
　以上のように、本研究により，溶融塩を媒体とした電析法により耐熱ステ
ンレス鋼表面にLaが注入され，これによりこの鋼の耐サイクル酸化性が改
善されることが明らかに恋った。
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